
SDGsの取組

目指すゴール 取組・活動内容とゴールとの関係 目標

経済

目標12
｢持続可能な消費
と生産｣
目標15
｢陸上資源｣

地域性、自然循環を生かした商品の提案、販売
地産、地消を目標に国産材、植林木商品の販売。
ｸﾞﾘｰﾝ購入法、ｸﾘｰﾝｳｯﾄﾞ法の適合商品推進。
持続可能な開発生産商品の加工、販売。
持続可能な森林経営の認証製品の提案。
植林活動、森林面積の回復。
資源保護活動の推進と再生利用。
廃棄物排出量の削減、再生活用の推進。

愛知県緑化推進委員会
｢緑の募金｣の参加協賛
国産材、植林木製品の販売推進。
環境経営認証製品の販売推進。
廃棄物排出量を目標以下に抑制する。
令和4年5月期　目標25,157kg
令和5年5月期　目標24,900kg

社会

目標3
｢保健｣
目標6
｢水･衛生｣

健康管理制度の確立。安全な職場環境の維持。
労働災害事故、交通事故の撲滅、教育。
働き方改善による長時間労働の削減。
高齢者雇用の実施。定年制度の改善。
社会福祉の促進。育児介護確保。
水資源の適正管理。節水活動の推進。
水使用設備機器を節水型に改善。
上水の衛生管理の実施。

毎年6月全社員人間ドック実施。
交通安全、作業安全、環境安全の
3安全の実施。
上水使用量を目標以下に節水する。
令和4年5月期　目標176㎥
令和5年5月期　目標175㎥

環境

目標7
｢エネルギー｣
目標14
｢海洋資源｣

エネルギー使用量、二酸化炭素排出量削減。
住宅用資材、部材の省エネ仕様を推進。
エネルギーの削減に貢献する部材の開発。
省エネ仕様住宅機器の取組み強化。
エコアクション21環境経営活動の完全実施。
海洋汚染防止、ポリ袋の使用、廃棄を抑制。

エネルギー使用量削減計画策定。
二酸化炭素排出量を目標以下に抑制。
令和4年5月期　目標88,368kg-CO2
令和5年5月期　目標87,459kg-CO2
照明機器をLEDに改善。
ポリ袋使用及び廃棄を改善する。

取組・
活動内容

愛日木研株式会社は平成27年9月11日に環境省｢エコアクション21｣の認証登録(0010798)を取得し環境
経営活動を実施している。令和1年9月2日にSDGｓ(持続可能な開発目標17目標)より6目標を組み入れ
た環境経営システムを策定し環境経営活動を推進している。グリーン購入法、クリーンウッド法、
シックハウス対策適合材料及び未利用資源、再生資源の活用等も｢エコアクション21｣の環境経営活動
に含まれている。
当社は環境管理委員会を設定し、中期環境経営計画(3年)を定め全社員で計画目標の達成に取組み、
二酸化炭素、産業廃棄物等の排出量削減の努力をしている。
毎年1回の環境省の審査結果による環境経営レポートを発刊し、ホームページに公示している。

愛日木研株式会社


